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Q：図書館での学習に最も好ましい場所は
？
（N=100,9／択一
）
学習をサポートする図書館
• 学習のサポートはこれまでも行われてこなかった
訳ではない
– 1960年代の岸本改革（東京大学附属図書館）
– レファレンスルームの設置
– 指定書の強化
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これらは成功したと言えるのだろうか？多分言えない。なぜか
「アカデミック・リンク」という
思想
その３ ケーススタディ
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千葉大学では、、、
• リエゾン・ライブラリアン・プロジェクト
「授業資料ナビ」（パスファインダー）
図書館資料と授業を結びつける
普遍コア科目を中心に73科目（2011年度）
• 総合メディアホール（仮称）構想(1990年代末
）
図書館資源とコンピュータ資源のより密接な連携
→これはすでにあまり意味を持たない？
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アカデミック・リンクによる千葉大学の教育改革
目的：「考える学生の創造」
「生涯学び続ける基礎的な能力」「知識活用能力」を持つ学生の育成
アカデミック・リンク
「学習とコンテンツの近接」による能動的学習の実現
コンテンツ構築・提供、情報基盤、人的支援、学生のニーズに
適した学習空間の統合・連携による学習・教育の革新
コンテンツ・ラボ ティーチング・ハブ
アクティブ・ラーニン
グ・スペース
大学に対する社会的要請 学生のニーズ
○知識基盤社会、学習社会における市民の育成
○高等教育のグローバル化の中での質の維持・向上
○職業人としての基礎能力、創造的人材の育成
○自由に使える学習スペース
○文章作成力、ディスカッション能力、問題解決能力
○英語によるコミュニケーション能力
「千葉大学の教育･研究に対する意識･満足度調査報告書」（平成21年度）「学士課程教育の構築に向けて」（平成20年12月24日、中教審答申）
千葉大学中期目標・計画＜教育方法改善への取組、アクティブ・ラーニングの重視＞
コンテンツ活用の
重視
授業との関連の重
視
31
電子ジ
ャーナ
ル・e‐
books
CURAT
OR（機
関リポジ
トリ）
「見る」
「見られる」l空間
での活動
オフィ
スアワ
ー＠AL
レファ
レンス
デスク
＠AL
ALSA‐
LS
誰でも
使える
Web上
の資源
「1210あかりん
アワー」
授業
教材・
教科書
の電子
化
動画教
材、授
業映像
伝統的
図書館
蔵書
ブックツリー
（見せる書棚）
「授業資料ナビ」
学生から見たアカデミック・リンク
「学び」に導く刺激にあふれた場所，学びの基盤としてのコンテンツ，人的サポー
各プロジェクトの概要
プロジェクト名 概要
「レガシーコンテンツ
再生」プロジェクト
すでに刊行されているパッケージ型メディア（図書、ヴィデオなど）の電子的再
生と学習における利活用のための提供環境を整備する。
「デジタルコースパッ
ク」プロジェクト
自作教材、著作物の一部など、これまで教室での配布にとどまっていた授業
資料の電子的パッケージ化を実現し、提供環境を整備する。
「オンラインクラスル
ーム」プロジェクト
授業の動画配信を中心とするe‐learning環境を整備し、実施する。
「情報利用行動定点
観測」プロジェクト
学生の学習行動と学習成果の関連を、情報利用行動と学習／生活空間の利
用状況から継続的、横断的に検証する（調査の実施、分析）。
「参加する学習」プロ
ジェクト
アクティブ・ラーニング・スペースでのコンテンツを利用した「学生による学生の
ための学習相談」を実現し、そのためのアカデミック・リンクによる体系的SA研
修を構築する。
「教育力」・「学習力」
向上プロジェクト
学生、教職員によるアカデミック・リンク機能についての理解と活用を促し、学
習、教育にかかるスキルの向上を実現する（セミナー、シンポジウム、FDの実
施）。
「新しい図書館員」プ
ロジェクト
学習に関与する新しい図書館員概念を確立するとともに、彼らを中心に、教
員、図書館員、学生の協働を基礎とする個別的学習支援モデルを構築し、実
施、評価する。
「新しい」
図書館員
Student 
Assistant
教員
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環境・ツール・コンテンツ
大学図書館員がこれから強調すべ
き新たな役割
その４ ささやかな本論
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学修サポートの方向性
• 「学生に望まれる学修サポート」はどのような方向にあ
るのか？→学修そのものへの関与
– 例えば，キングスカレッジ図書館の”Research Support”
• 授業との密接な連携
– 「授業資料ナビ」（千葉大学）：授業単位のパスファインダーの作成、教員と図書
館の連携の基づくもの。
• 「一対多」ではなく「一対一」になるようなサービスの
提供
– 例えば、レポート執筆を支援するライティング・センター
– これらの前提として、図書館員は匿名であってはいけないのではないか？
– カウンターの中にとどまっていてはいけない。
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「研究」との関わり
『我が国におけるオープンサイエンス推進のあ
り方について』（2015年3月，内閣府, 国際的動向を踏まえたオー
プンサイエンスに関する検討会）
公的研究資金による研究成果（論文、研究デー
タ等）の利活用促進を拡大することを我が国の
オープンサイエンス推進の基本姿勢とする。
★国立国会図書館，大学図書館の役割への期待
が表明されている。（長期保存の担保）
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「研究」との関わり
• 大学における研究データ管理を誰がどのよ
うに行っていくか
• URA機能との関係（URAこそ図書館員の次
の仕事？）
• 図書館の仕事か，図書館的なスキルを持っ
ている人の仕事か？
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「資料提供／利用形態」に基づく
サービス類型化からの脱却の必要性
• テクニカル・サービス／パブリック・サー
ビスでは効率的なサービス展開は不可能
– 利用者のタイプとニーズによる類型化か？
• 研究者を対象とした業務／学生を対象とした業務
• それ以外に組織としての図書館の管理業務
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組織の形態
• 「専門職」組織は本質的にフラットでなけ
ればならない。
• 組織管理業務は本質的にフラットではでき
ない。
• 従来の大学組織との整合性は？
– 「専門職」部門は限りなく教員組織と近くな
る
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さて、当面の課題
• これまでやってきた業務は当面残ると考えざるを
得ない（先細りとはいえ）
• 今後の発展可能性がある新しい仕事はどんどん出
てきている→「キュレーション」「ファシリテー
ション」
• マンパワーは限られている
⇒ プライオリティに基づく仕事の選別しかない
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とりあえずのまとめ
• 図書館で行われる人的支援の中心は学生の能動
的学修（あるいは学生のリサーチ）のサポート
である
• 単なる利用指導を超えて、ライティングセンター機能によ
るアカデミック・ライティングの指導→図書館員の教員化
か？
• 「ご用聞きライブラリアン」による多様な支援
• リエゾン・ライブラリアン（教員との連携の強化）
• 多様な人材のとりまとめ
• 学習用コンテンツ（教材）の構築＝ライセンス処理を含む
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人的学修支援の考え方
• 大学において学修をサポートする人材は図書館員
だけではない
– 学生（TA,SA＝ピア・サポート）
– 教員
– 伝統的な意味での図書館員とは異なるスキルを持つ職
員
多様な人材が混在することによって新しい図書館はじめ
て機能する
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人材の多様性の必要性
• コアとしての図書館情報学の基礎知識は当然必要
。
• しかしそれしかないと多分困ることになる。
–→ 多様な人材を備える必要性
–→ アウトソーシングは「最低ライン」の仕事をこなす
ためにあるものであって、全面的なアウトソーシングは
「大学」にとって自殺行為に等しい
–→ しかし、同時にアウトソーシングしなければ、必要
なサービスを提供するための人材の集約化はできないだ
ろう
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これからどうなる！？
• 図書館員の役割は当面広がると考えるべき
– なぜなら、アメリカの大学図書館にくらべると、日本の大
学図書館はたいしたことをしてこなかったので、新規開拓
の余地があるから。その新規開拓が今日の大学にとっては
重要。
• しかしながら、際限なく拡張することは不可能であ
り、あるターニングポイントで縮小の方向に動くこ
とになる
– なぜなら、図書館以外の場所で、これまで図書館がおこな
ってきたことの多くが実現してしまう可能性があるから。
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これからどうなる！？
• 「全面的な図書館業務外部委託」により、短期的に
経営上の問題が解決したかのように見えるが、いず
れ大学全体を蝕み、大学の本質そのものを破壊する
• しかし、図書館における人材の集約化と高度化は必
要であり、そのために周辺的な業務の委託は必須
• 図書館員の役割として「何を残して何を捨てるか」
を見極めることができる大学（図書館）と図書館員
だけが生き残ることができる
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「専門学位を有したライブラリアン」
• 平成26年度の文部科学省による「スーパーグロー
バル大学創成支援」の公募要領には，ガバナンス
の観点から事務職員の高度化に取り組んでいるか
をたずねる項目があり，そのなかに「専門学位を
有したライブラリアン」が例としてあげられてい
る。同要領のQ＆Aによれば，これは図書館情報
学の資格や学位に加え，別途自らの関心に基づく
学位を有し，教育・研究支援をはじめ大学図書館
全体のマネージメントができる職員を指している
。
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まとめ
• 大学図書館員が持つべき「コアとなる知識・ス
キル」の再定義が必要
– 大学図書館専門職とは何ができる人の集まりか
– それをどのような形で養成するのか
– 大学における大学図書館員の位置づけ
「大学のミッションを実現するために，図書館（員）
は何ができるかを考える」
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大学図書館の基本理念
大学図書館は，今日の社会における知識基盤
として，記録媒体の如何を問わず，知識，情
報，データへの障壁なきアクセスを可能にし
，それらを活用し，新たな知識，情報，デー
タの生産を促す環境を提供することによって
，大学における教育研究の進展とともに社会
における知の共有や創出の実現に貢献する。
（第63回国立大学図書館協会総会にて採択）
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国立大学図書館協会ビジョン2020
解説
http://www.janul.jp/j/organization/minutes/res
earch_meeting/janul‐
2020vision_commentary.pdf
ぜひ読んでください！
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